
福岡大学医学部医学科の使命（ミッション）
医療のプロフェッショナルとしての誇りと広い視野を持ち、患者に寄り添い、地域社会に貢献する医師の育成

福岡大学医学部医学科の学修成果（アウトカム）
福岡大学医学部医学科の学生は、卒業時に

❶ 自尊心と高い倫理観を有し、他者と信頼関係を築くことができる。

❷ 確かな知識と技能に基づいた、人にやさしい医療を実践できる。

❸ グローバルな視野で地域の健康増進と疾病予防に貢献できる。

❹ 科学的探究心、論理的思考を身に付け、教育的指導ができる。

上記の学修アウトカムは以下のコンピテンスの領域（Ⅰ～Ⅵ）ごとのコンピテンシー（43項目）により達成されます。

Ⅰ プロフェッショナリズム Ⅳ コミュニケーションとチーム医療

福岡大学医学部医学科の学生は、卒業時に医師としての使命と
責任をもって医療を実践するために、高い倫理観と他者を尊重す
る人間性のもとに行動できる。
1.医療者として法的責任、規則を遵守できる。
2.生命倫理に基づいた医療、研究を遂行できる。
3. 他者を尊重し、利他的な態度で行動できる。
4.患者の個人情報保護を遵守できる。
5. 多様な背景をもつ患者の意思決定を理解し対応できる。
6. 患者、社会、医療者に対して説明責任を果たすことができる。
7. 医師としての自尊心と向上心を持ち続けることができる。
8. 患者と家族、後輩、同僚､多職種医療者を尊重できる。

Ⅱ 医学的知識

福岡大学医学部医学科の学生は、卒業時に基礎、臨床、社会医
学等の知識を習得し、診療に応用できる。
1.正常構造と機能
2.発達、成長、加齢、死
3. 心理、行動
4.病因、構造と機能の異常
5. 診断、治療

6.医療安全
7.疫学、予防、公衆衛生
8.保健・医療・福祉制度
9.医療経済

Ⅲ 診療技術・患者ケア

福岡大学医学部医学科の学生は、卒業時に患者の意思を尊重
し、適切な診療を実践できる。
1. 患者から病歴を的確に聴取できる。
2.成人、小児の基本的な身体診察と基本的臨床手技を実践で
きる。

3.患者の病歴、診察所見から臨床推論ができる。
4.診断に必要な検査を選択し、結果を解釈できる。
5. 頻度の高い疾患について、EBM（Evidence-Based Medicine)に
基づいた診断、治療方針について説明できる。

6.患者の安全と感染防止を十分に理解し、チームの一員として
診療に参加できる。

7. POS (Problem-Oriented System)を用いて診療録を記載し、適
切にプレゼンテーションができる。

8.患者に必要な病状説明・意思決定の場に参加できる。

福岡大学医学部医学科の学生は、卒業時に患者とその家族、医
療者、関係機関と円滑なコミュニケーションを実践し、患者中心の
チーム医療に貢献できる。
1.患者とその家族の個人的背景、文化、社会的背景を理解し、
良好なコミュニケーションをとることができる。

2.多職種の医療チーム内で信頼関係を築き、患者中心の医療
のために情報を共有し、説明伝達ができる。

3.他の医療者に、手順を守り適切にコンサルテーションできる。
4.患者の医学情報を診療録に的確に記載し、医療チーム内で
情報を共有できる。

5.医療の国際化を認識し、英語で医療面接ができる。

Ⅴ グローバルな視野と地域医療

福岡大学医学部医学科の学生は、卒業時に医療制度を理解して
国際的､社会的な医療問題に関心を持ち、地域の関連機関と連
携し、地域社会に貢献できる。
1.医療制度、社会福祉制度を正しく理解した診療を実践できる。
2.地域の医療機関、保健、福祉、行政等の関連機関と適切な連
携がとれる。

3.行政への届け出や社会福祉制度の必要書類を適切に作成で
きる。

4. 地域医療に参加し、プライマリケアが実践できる。
5.海外からの患者の診療、医療者との交流が行える。
6. 国際保健や医療の社会的問題の情報を収集できる。

Ⅵ 科学的探究心と自律学習能力

福岡大学医学部医学科の学生は、卒業時に科学的探究心を持ち、
生涯にわたり自己研鑽を継続することができる。
1.基礎研究、臨床研究の理論と方法を理解することができる。
2.最新の医学情報を収集し、論理的、批判的に評価し、正しく応
用できる。

3. ICTを適切に利用し情報セキュリティ管理ができる。
4.未解決の医学的、科学的問題を発見し、解決に取り組む事が
できる。

5.自己の到達目標を設定し、自ら学ぶ機会を持つことができる。
6.診療、研究に国際的視野を持ち、情報収集と発信ができる。
7.学生、後輩、同僚に対し教育者として貢献できる。
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